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て

い

ま

し

た

が

、

い

ま

で

は

だ

い
ぶ

元

気

に

な

り

、

家

で

仕

事

を

ヤ

マ

セ

ガ

強

い
日

や

、

日

ガ

照

り

つ

け

る

署

い

日

で

も

、

日

日

春

に

は

「
い

う

ご

」

、

夏

に

は

「
ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

」

や

「
キ

ウ

お

出

さ

ん

け

い

や

「
小

馬

お

ど

り

」

も

大

好

き

で

い

つ

も

踊

っ

て

い

た

元

気

な

お
ば

あ

ち

や

ん

で

ｔ

病

気

に

は

勝

て

ず

「
年

だ

ナ

ァ
。

小

馬

お

ど

り

も

は

ね

れ

な

＜

な

っ

た

ナ

フ

‐
」。

と

　

弱

気

を

れ

る

で

し

よ

う

が

。

き

っ
と

踊

る

と

思

い

ま

す
Ъ

ぼ

＜

と

し

て

も

、

ん

が

に

負

け

る

な

／
弱

気

を
出

さ
ず

に

フ

ア

イ

ト

で
ガ

ん
ば

れ

′
」
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へ

た

ち

を

水
久

に
忘

れ

て

は

な

ら

力

で

、　
本
久

に
忘

れ

る

一
Ｔ

一は

で

次

々
献

花

を

し

て

、

戦

没

者

の
安
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大
沼
の
伝
説

青

竜

の

大

ま

つ
り

ヤマセの強 い寒 い まつ りで した

リレー式でたい まつに点火 しました
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二
め
多
降
・Ｆ
の
り
？
だ
一　
ｏ

工
型
長

鶉嫌 糀
>3く

紹̀

天
台
寺
附
近
の
安
比

（天
台
寺
、
安
比
村
は
こ
の
北
東
に
位
置
し
て
い
ま
す
）

「
字

名

」

に

「
安

比

」

（
ア

ッ

安

比

は

安

日

彦

か

ら

で

は

ま

た

、

「
安

日

」

を

「
ア

ベ

」

の

で
、

「
安

倍

か

ら

転

訛

し

た

「
安

比

」

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

安

倍

安

藤

氏

の
先

祖

と

さ

れ

る

を

持

っ
て

い
る

も

の

と

思

わ

れ

素

人

の
私

に

は

、

天

台

寺

の

建

立

さ

れ

て

い
る

地

内

（
境

内

）

安
日
山
高
乾
禅
院

も

う

一
つ
は

、

わ

が

津

軽

安

倍

安

藤

氏

の
後

裔

で
秋

田

の
湊

家

（
上

国

安

東

家

）
を

合

わ

せ

た

愛

季

⌒
下

国

安

東

家

）

の
子

実

季

（
秋

田
城

介

）

が

秋

田
姓

を

名

乗

り

ま

し

た

が

、

茨

城

県

の
宍

戸

（
現

友

部

町

）

に
秋

田

治

維

新

を

迎

え

子

爵

に
叙

任

さ

子

重

季

、

そ

の
子

一
季

が

現

当

主

で
す

。

そ

の
秋

田

家

の
菩

提

号

が

「
安

日

山

」

で

、

「
あ

ん

こ
れ

は

明

ら

か

に
先

祖

「
安

日

彦

」

に

と

っ
た

山

号

か

「
安

日

」

（
安

倍

）

の
姓

か

ら

と

っ
た

も

ょ
う

か
。

「
安

日

」

「
安

倍

」

「
安

比

」

も

み

な

同

一
の
よ

う

べ
ま

し

た

が

い

浄

法

寺

町

の
附

近

の

「
安

比

」

、

三

春

町

の

「

安

日

山

」

を

と

り

上

げ

て

、

津

軽

安

倍

安

藤

氏

の
系

図

に

お

け

る

「
安

日
彦

」

伝

承

と

か

か

わ

は

先

祖

を

ど

の
よ

う

に
考

え

て

こ

と

を

追

っ
て

み

る

こ
と

に
致
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す
こ
や
か
日
記

奈
良
孝
博
さ
ん
（大
田
）

三
男
隆

佳
ち
ゃ
ん

（
二
歳

八

ヵ
月

）

「 1人 1年金」が

原則です

住宅統計調査に
ご協力を

行政書士試験の実施

③知事が①、②と同等以上の知識

生命保険と税金

忘れないでネ。

体診のお矢口らせ

乳児健診・離乳食指導

三種混合予防接種

第5回 糖尿病教室

期

場

時

対

県
立
高
等
技
術
専

門
校
の
学
生
募
集

青
森
と
八
戸
の
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
能
力

再
開
発
訓
練
の
後
期
（十
月
入
校
）

学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
、
募
集
対
象
者

離
職
し
た
人
あ
る
い
は
転
職

を
希
望
し
て
い
る
人
で
、
技
能

を
身
に
つ
け
、
新
し
い
職
場
に

就
職
す
る
た
め
、
公
共
職
業
安

定
所
に
求
職
中
の
者

二
、
募
集
訓
練
科
の
定
員

・
期
間

三
、
募
集
期
間

九
月
十
七
日
ま
で

（願
書
の

受
け
付
け
は
各
公
共
職
業
安
定

所
）

四
、
選
考
日

九
月
二
十
二
日

⌒木
）

校
か
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

ま
た
は
県
職
業
能
力
開
発
課

⌒内

線
２
３
６
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

ｏ
青
森
高
等
技
術
専
門
校

青
森
市
野
尻
字
今
田
四
三
―

一

〇
１
７
７
①
５
０
６
５
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曜
鶉
ゲ

工

藤

正

勝
見

が
ん
は
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ

予
防
策
を
考
え
よ
う

目

盟

劇
盟

治
療

・
健
康
づ
く
り

し

か

し

、

未

知

の
世

界

へ
迷

い

も

覚

悟

し

て

い
ま

す

。
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